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ポ
ー
ラ
ン
ド

・
日
本
協
会
会
長

ク
ロ
ー
教
授
の
講
演
行
わ
れ
る

キ

ュ
リ
ー
夫
人
の
業
績
と
生
涯

ポ
文
協

の
第

四
回
目
の
行
事
と
し
て
、

去
る
二
月
二
十
六
日
、
札
幌
市
国
際
交
流

プ
ラ
ザ
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

。
日
本
協
会
会
長
、

前
ウ

ッ
ジ
エ
科
大
学
学
長
ジ

ェ
ル
シ
ー

・

ク

ロ
ー
教
授
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
帝
政

ロ
シ
ア
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
珍

し
い
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
た
興
味
あ
る
講
演

で
し
た
。
講
演
の
後
に
は
聴
衆
か
ら
多
く

の
質
問
も
あ
り
、
盛
会
の
内
に
終
了
し
ま

し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

ポ
ー
ラ

ン
ド

の
ウ

ッ
ジ
市

に
は
、
約

二
百
五
十
人
の
会
員
を
擁
す
る
ポ
ー
ラ
ン

ド

・
日
本
協
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
を

代
表
し
て
、
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協

会
の
会
長
な
ら
び
に
会
員
の
皆
さ
ん
に
挨

拶
を
お
く
り
ま
す
。

マ
リ
ア
の
誕
生

マ
リ
ア
は

一
八
六
八
年

に
当
時
帝
政

ロ
シ
ア
の
支
配
下
に
あ

っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
少
し
前
の

一
八
六
四
年

一
月
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
蜂

起
が
失
敗
に
終
わ

っ
た
た
め
、
二
年
ほ
ど

の
間
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
ニ
世
の
弾
圧
が
続

き
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は

ビ
ス
ワ
河
の
ほ
と
り
の
国
と
呼
ば
れ
、
ワ

ル
シ
ャ
ワ
は
ロ
シ
ア
の

一
地
方
都
市
に
す

ぎ
な
か

っ
た
の
で
す
。

マ
リ
ア
の
両
親
は

教
職
に
あ
り
ま
し
た
。
学
校
で
は
ポ
ー
ラ

ン
ド
語
教
育
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

家
庭
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
言
語
お
よ
び
文

化
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は

一
種
の
地
下
活
動
で
す
。

国
と
し
て
独
立
し
て
い
な
い
状
況
の
も

と
で
文
化
が
栄
え
た
例
は
、
歴
史
上
少
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

も
そ
う
で
、
芸
術
、
文
学
、
音
楽
等
が
め

ざ
ま
し
く
発
展
し
ま
し
た
。
当
時
の
有
名

な
芸
術
家
と
し
て
は
、
パ
デ
レ
フ
ス
キ
ー
、

ヴ
ィ
ニ
ア
フ
ス
キ
ー

（作
曲
、
ヴ

ァ
イ
オ

リ
ン
）
、
モ
ニ
ュ
ス
コ

（オ
ペ
ラ

「
呪
わ
れ

た
屋
敷
し
、

ヘ
ン
リ
ク

・
シ
ェ
ン
キ
エ
ー

ヴ
ィ
チ

（ク
オ
ヴ
ァ
デ
ス
）
、プ
ル
ス

（作
家
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
こ
と
を
毎
日
新
聞
に
書
い

た
）
、
ジ

エ
ロ
ン
ス
キ
ー

（作
家
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
解
放
と
平
等
に
つ
い
て
論
じ
た
）
、
モ

ジ

エ
ン
ス
カ

（女
優
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

マ
リ
ア
は
十
歳
の
こ
ろ
に
母
親
を
失
い

ま
し
た
。
家
庭
は
貧
し
か

っ
た
の
で
す
が
、

学
校
の
成
績
は
優
秀
で
、
女
学
校
の
卒
業

時
に
は
優
等
の
金
賞
を
得
ま
し
た
。
特
に

理
科
に
優
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

科
学
者

へ
の
道

女
学
校
卒
業
後
、
農
業
博
物
館
に
勤
め

て
ボ
ブ
ス
キ
ー
教
授
の
下
で
仕
事
を
し
ま

し
た
。
教
授
は
彼
女
の
叔
父
で
、
メ
ン
デ

レ
ー
エ
フ
の
助
手
を
し
た
こ
と
の
あ
る
人

で
し
た
。
マ
リ
ア
は
当
時
の
規
則
で
、
女
性

で
あ
る
た
め
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
に
入
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
女
の

後
年
の
成
功
は
こ
の
人
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
、
彼
女
自
身
が
言

っ
て
い
ま
す
。

一
八
九

一
年
に
は
父
と
姉
の
援
助
で
パ
リ

の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
入
学
し
、
物
理
と

化
学
の
免
状
を
得
ま
し
た
。　
一
八
九
六
年

に
ピ

エ
ー
ル

・
キ

ュ
リ
ー
と
結
婚
し
共
同

で
研
究
を
行

い
ま
し
た
。
夫
婦
は
そ
れ
ぞ

れ
化
学
と
物
理
を
分
担
し
ま
し
た
。

一
八
九
五
年
に
は
レ
ン
ト
ゲ

ン
に
よ
る

エ
ッ
ク
ス
線
の
発
見
、　
一
八
九
六
年
に
は

ベ
ッ
ケ
ル
に
よ
る
ウ
ラ
ン
放
射
線
の
偶
然

に
よ
る
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
キ

ュ
リ
ー

夫
妻
は
木
造
小
屋
で
研
究
を
続
け
、
数
ト

ン
の
鉱
石
を
処
理
し
て
ウ
ラ
ン
よ
り
も
強

く
放
射
線
を
出
す
物
質
を
発
見
し
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、　
一
八
九
八
年

に
ポ

ロ
ニ
ウ

ム
、
続

い
て
ラ
ジ
ウ
ム
を
発
見
し
た
の
で

す
。
イ
レ
ナ
と
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
の
二
人
の
娘

を
育
て
て
、
生
活
は
苦
し
か

っ
た
の
で
す

が
、
子
育
て
と
研
究
を
両
立
さ
せ
ま
し
た
。

一
九
〇
六
年
に
夫
の
ピ

エ
ー
ル
を
交
通
事

故
で
失

っ
て
か
ら
は
、
全
て
が

マ
リ
ア
の

一肩
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
九

一
一
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
学
者
の

グ
ル
ー
プ
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
、

マ
リ
ア

を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
招

へ
い
し
よ
う
と
し
ま

し
た
が
、
彼
女
は
結
局
最
後
ま
で
パ
リ
の

実
験
室
や
助
手
を
捨
て
よ
う
と
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、　
一
九
二
四
年
に
亡

く
な
る
ま
で
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ラ
ド
ン
研

究
所
の
世
話
を
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
強

い
絆
を
保
ち
ま
し
た
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
三
度
受
賞

第

一
次
大
戦
時
に
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
の

市
民
権
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
場
で
ラ

ジ
ウ
ム
を
用
い
た
救
護
活
動
を
行

い
ま
し

た
。
こ
れ
は
エ
ッ
ク
ス
線
を
治
療
に
用
い

た
世
界
で
最
初
の
例
に
な
り
ま
し
た
。
彼

女
は
女
性
科
学
者
と
し
て
最
も
有
名
で
あ

り
、
約
百
の
学
会
に
属
し
、
約
三
十
の
名

誉
博
士
の
称
号
を
得
ま
し
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
と
の
友
情
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
彼
は
マ
リ
ア
を

「
謙
譲
の
人
」
と
評

し
ま
し
た
。
彼
女
は
三
度
渡
米
し
、
最
も

有
名
な
科
学
者
と
し
て
歓
待
さ
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
篤
志
家
た
ち
は
、
二
十
万
ド

ル
も
す
る
ラ
ジ
ウ
ム

一
グ
ラ
ム
を

マ
リ
ア

に
贈
り
ま
し
た
。
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一
九
〇

二
年

に
ベ

ッ
ケ
ル
お
よ
び
ピ
　
　
そ
れ
で
も
実
験
室
に
毎
日
出
か
け
た
と
い

エ
ー
ル
と
と
も
に
、
第

一
回
の
ノ
ー
ベ
ル
　
　
う
こ
と
で
す
。
そ
の
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

物
理
学
賞
を
得
ま
し
た
。
ま
た

一
九

一
一　
　
人
学
生
の

一
人
が
、
ウ

ッ
ジ
エ
科
大
学
化

年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
得
ま
し
た
。　
　
学
物
理
研
究
室
の
ド
ラ
ビ
ア
ル
ス
カ
教
授

女
性
で
初
め
て
の
受
賞
で
あ
り
、
ま
た
二
　
　
で
す
。

マ
リ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
の
学
会
に
は

度
受
賞
し
た
人
は
女
性
で
は
い
ま
だ
に
彼
　
　
あ
ま
り
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け

女
だ
け
で
す
。　
一
九
三
二
年
に
は
娘
の
イ
　
　
で
は
な
く
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
財
政
的

レ
ー
ネ
が
ジ

ョ
リ
オ
と
と
も
に
二
番
目
の
　
　
な
援
助
も
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

女
性
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
か
し
彼
女
は
特
許
を
人
類
の
宝
と
し
て
公

マ
リ
ア
は

一
九
二
四
年
に
自
血
病
で
亡
　
　
開
し
ま
し
た
。

く
な
り
ま
し
た
。
初
め
の
こ
ろ
は
わ
か
ら
　
　
　
偉
大
で
、
謙
譲
の
美
徳
を
持
ち
、
科
学

な
か

っ
た
の
で
す
が
、
放
射
線
の
障
害
に
　
　
の
真
理
を
求
め
た
人
と
し
て
、

マ
リ
ア
は

よ
る
も
の
で
、
後
年
に
は
指
先
の
感
覚
が

　

〈
７
な
お
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々
か
ら
深
く
愛

無
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
失
明
状
態
で
し
た
。　
　
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

（
４
号
８
８
年
８
月
）

柩
蜃
困
廊
躍
騒
廊
癌
惑
憑
鰹
経
傷
鰻
鯉
蛉
蛉
魃
饂
軋
鰊
鉾
鍼
碑
写
騨
珈
鬱
鬱
理
盟
霞
判
也
舅
削
輌
χ

ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
に
多
彩
な
提

さ
る
十
月
二
十
八
日
、
総
会
に
先
だ

っ

て

「ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
に
つ
い
て
の
話

し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本

年
八
月
三
日
に
公
益
信
託
＝
国
際
交
流
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
よ
り
、
本
協

会
に
対
し
て

「ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
開
催

の
た
め
の
補
助
金
が
給
付
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
、
「ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
の
催
し
も

の
に
つ
い
て
提
案
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
持
た
れ
た
も
の
で
す
。
席
上
で
多
く
の

人
た
ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
お
よ
そ
次
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
。

①
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
、
政
治
、
教
育
、

文
学
、
音
楽
、
映
画
、
美
術
な
ど
に
つ
い

て
連
続
講
演
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
ポ
ー

ラ

ン
ド
の
政
治
状
況

に

つ
い
て
今
ど
う

な

っ
て
い
る
か
、
解
説
し
て
も
ら
い
た
い
。

大
使
館
の
人
な
ど
に
た
の
め
な
い
か
。

②
ポ
ー
ラ
ン
ド
は

「
子
供

の
権
利
条
約
」

の
制
定
を
推
し
進
め
る
な
ど
、
児
童
関
係

の
問
題
に
関
心
が
た
か
い
。
児
竜
文
学
関

係
の
資
料
や
子
供
の
絵
の
展
示
を
か
ん
が

え
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
に
関
係
し
て
い
る

人
た
ち
を
東
京
か
ら
呼
び
た
い
。

③
映
画
、
絵
画
な
ど
造
形
関
係
の
催
し
も

の
を
ま
と
め
て
お
こ
な
い
た
い
。
映
画
監

督
を
呼
ん
だ
り
、
映
画
会
を
開

い
た
り
、

懇
談
会
を
し
た
り
し
た
い
。

④
ビ
デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド
で
シ
ョ
パ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
の
歴
史
を
紹
介
で
き
な
い
か
。

実
行
委
員
会
づ
く
リ
ヘ

十
月
二
十
八
日
の
懇
談
会
で
の
提
案
に

も
と
づ

い
て
、
十

一
月
二
十
七
日
の
運
営

委
員
会
で
は
、
「ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
の
具

体
的
な
企
画
、
実
行
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
活
発
な
討
論
の
結
果
、
「ポ
ー

ラ
ン
ド
週
間
」
で
は
①
児
童
文
学
関
係
、

②
映
像
芸
術
関
係
、
③
音
楽
関
係
の
三
つ

の
分
野
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
、
次

の
よ
う
に
三
つ
の
実
行
委
員
会

（
の
核
と

な
る
も
の
）
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

①
児
童
文
学
関
係
　
児
童
文
学
関
係
の
資

料
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
子
供
の
絵
の
展
示
会
、

そ
れ
ら
に
関
係
し
た
講
演
会
な
ど
を
行
う
。

補
助
金
は
十
五
～
二
十
万
円
程
度
。
実
行

委
員
長
は
斎
田
道
子
氏
。
運
営
委
員
会
か

ら
は
小
林
、
灰
谷
、
布
施
の
三
氏
が
参
加
。

②
映
像
芸
術
関
係
　
東
京
の
組
織
と
の
連

携
を
考
え
た
上
で
、
ク
ス
ス
シ
ェ
フ

ｏ
ザ

ヌ
ー
シ
の
招
待
を
考
え
る
。
映
画
の
あ
と

の
懇
談
会
な
ど
も
企
画
。
補
助
金
は
三
十

～
三
十
五
万
円
程
度
。
実
行
委
員
長
は
霜

田
千
代
麿
氏
。
運
営
委
員
会
か
ら
は
本
間
、

小
笠
原
両
氏
が
参
加
。

③
音
楽
関
係
　
具
体
案
は
ま
だ
な

い
が
、

シ
ョ
パ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
関
係
し
た
写
真

展
、
懇
談
会
な
ど
を
考
え
る
。
補
助
金
は

十
万
円
程
度
。
実
行
委
員
長
は
大
竹
貞
氏
。

副
会
長
の
遠
藤
氏
と
相
談
し
て
決
め
る
。

（
１
３
号
９
０
年
１
２
月
）

六
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間

講
演
会
、
展
示
会
、
料
理
講
習
会
な
ど

本
協
会
で
は
、
国
際
交
流
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
と
札
幌
市
国
際
交
流
プ

ラ
ザ
の
後
援
の
も
と
に
、
第

一
回
の

「ポ
ー

ラ
ン
ド
週
間
」
を
六
月
十
七
日
か
ら
十
三

日
間
札
幌
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
四
月
二
十
六
日
の
運
営
委
員
会
で
は

多
彩
な
も
よ
お
し

こ
の
期
間
中
の
催
し
も
の
と
そ
れ
に
関
連

す
る
行
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
決
ま
り

ま
し
た
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
の
案

内
は
、
本
誌
の
ニ
ペ
ー
ジ
と
三
ペ
ー
ジ
に

ま
と
め
て
示
し
て
あ
り
ま
す
。
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「ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
行
事
案
内

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会

国
際
交
流
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト

札
幌
市
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

●
児
童
文
学
関
係

璽
貝
任
者

。
斎
田
道
子

さ
ん
）

。
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
児
童
文
学
を
多
面
的
に
紹
介
す
る
。

・
六
月
二
十

一
日
の
午
後
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
児

童
文
学
の
専
門
家
で
あ
る
内
田
莉
渉
子
さ

ん
の
講
演
を
行
う
。

・
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
絵
本
の
原
画
や
人
形
の
展

示
を
行
う
。
展
示
場
所
と
し
て
は
札
幌
市

国
際
交
流
プ
ラ
ザ
と
天
神
山
国
際

ハ
ウ
ス

を
予
定
す
る
。

・
ウ
ッ
ジ
の
吉
田
勝

一
氏
が
現
地
の
文
化
セ

ン
タ
ー
の
絵
画
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
が
描
い

た
絵

（○
～
四
年
生
）
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

小
学
校
の
教
科
書
を
だ
い
ぶ
集
め
て
お
ら

れ
た
の
で
、
た
だ
ち
に
日
本
に
送

っ
て
下

さ
る
よ
う
依
頼
し
た
。

●
音
楽
関
係

（責
任
者

。
大
竹
貞
さ
ん
）

・
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
と
お
話

（遠
藤
道

子
さ
ん
）
を
中
心
と
し
た
催
し
も
の
を
考

え
る
。

・
一
九
二
七
年
か
ら
の
国
際
シ
ョ
パ
ン
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
歴
代
の
優
勝
者
の
演
奏

を
取
り
上
げ
て
解
説
す
る
。

・
シ
ョ
パ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
関
係
し
た
ス
ラ

イ
ド
な
ど
を
上
映
し
て
、　
一
九
六
〇
年
代

に
お
け
る
見
間
を
中
心
に
シ
ョ
パ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
の
実
際
の
印
象
を
語

っ
て
も
ら
う
。

●
ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
の
会

（責
任
者

。
小

林
暁
子
さ
ん
）

・
料
理
講
習
を
通
じ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
食
文

化
の
理
解
と
紹
介
を
目
指
す
。

・
六
月
二
十
六
日

（水
）
に
婦
人
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
う
。

・
受
講
申
し
込
み
は
先
着
順
で
受
け
付
け
、

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
る
。

●
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
時
事
問
題
の
解
説

（責

任
者

・
小
笠
原
正
明
さ
ん
）

。
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
伊
東
孝
之

さ
ん
に
講
演
を
依
頼
す
る
。

・
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
最
近
の
政
治
、
経
済
の
実

状
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

●
映
像
芸
術
関
係

（責
任
者

。
霜
田
千
代

主
催

後
援

《
講
演
と
展
示
》
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
児
童
文
学

①
講
演

「ポ
ー
ラ
ン
ド
の
児
童
文
学
」
（仮

題
）

〈
講
師
〉
内
田
莉
沙
子
氏

（
日
本
に
お
け
る

唯

一
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
児
童
文
学
の
紹
介
者
。

訳
書
多
数
）

〈
日
時
〉
六
月
二
十

一
日

（金
）

午
後

一
時
三
十
分
よ
り

〈
場
所
〉
札
幌
市
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
会
議
室

（中
央
区
北

一
西
三
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
三
階
）

〈
入
場
〉
無
料

（定
員
五
十
名
程
度
）

麿
さ
ん
）

・
予
定
を
変
更
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
中
に

は
映
像
芸
術
関
係
の
行
事
は
行
わ
な
い
こ

と
に
す
る
。

。
本
年
十
月
七
日
山
形
で
行
わ
れ
る
ド
キ

ュ

メ
ン
ト
映
画
祭
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
映
画
監

督
が
参
加
す
る
予
定
な
の
で
、
札
幌
に
も

来
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
る
。

・
映
像
関
係
の
行
事
は
そ
の
時
期
に
集
中
し

て
行
う
こ
と
に
す
る
。

。
そ
の
た
め
の
予
算
を
確
保
し
て
お
く
よ
う

に
す
る
。
　
　
　
　
（
１
４
号
９
１
年
５
月
）

〈
入
場
〉
無
料

《
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
と
講
演
》

国
際
シ
ョ
バ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の
歴
史

一
九

二
七
年
か
ら

の
歴
代
優
勝
者

の
レ

コ
ー
ド
演
奏
と
ス
ラ
イ
ド
上
映

〈
お
話
〉
遠
藤
道
子
氏

（
日
本
シ
ョ
パ
ン
協

会
北
海
道
支
部
長

・
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド

文
化
協
会
副
会
長

・
大
谷
短
期
大
学
教
授
）

〈
日
時
〉
六
月
二
十
五
日

（火
）

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

〈
場
所
〉
タ
イ
ム
ス
ホ
ー
ル

（中
央
区
南
三
西
四
ア
ル
シ
ュ
六
階
）

〈
入
場
整
理
券
〉

一
〇
〇
〇
円

〈
後
援
〉
日
本
シ
ョ
パ
ン
協
会
北
海
道
支
部

《
講
習
会
》
ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
の
会

〈
講
師
〉
熊
倉

ハ
リ
ー
ナ

〈
日
時
〉
六
月
二
十
六
日

（水
）
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で

〈
場
所
〉
札
幌
市
婦
人
文
化
セ
ン
タ
ー

（中
央
区
大
通
り
西
十
九
）

〈
参
加
費
〉

一
〇
〇
〇
円

（材
料
代
）

〈
献
立
〉
ご
は
ん
入
リ

ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
、

キ
ノ
コ
の
ス
ー
プ
、
ト
マ
ト
サ
ラ
ダ
ー
カ
ッ

テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
の
ソ
ー
ス
、
イ
チ
ゴ
ク
レ
ー

プ
、
パ
ン
と
紅
茶

〈
持
参
品
〉
エ
プ

ロ
ン
、
ふ
き
ん

〈
申
込
み
〉
灰
谷
洋
子
氏
ま
で
。
四
十
名
に

な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
。
男
性
の
受

講
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

②
展
示
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
絵
本
と
そ
の
原

画〈
日
時
〉
六
月
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で

〈
場
所
〉
札
幌
市
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

〈
入
場
〉
無
料

③
展
示
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
児
童
画
、
人
形
、

そ
の
他

〈
日
時
〉
六
月
二
十
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

〈場
所
〉
札
幌
天
神
山
国
際

ハ
ウ
ス



《
講
演
会
》
最
近
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢

―
―
民
主
主
義
の
実
験
は
成
功
す
る
か
？

〈
講
師
〉
伊
東
孝
之

（北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
）

〈
日
時
〉
六
月
二
十
七
日

（木
）
午
後
六
時

三
十
分
よ
り

〈
場
所
〉
札
幌
天
神
山
国
際

ハ
ウ
ス

〈
入
場
〉
無
料

（定
員
五
十
名
程
度
）

（
１
４
号
９
１
年
５
月
）

内
田
莉
渉
子
氏
の
講
演
を
聴
い
て

柏

原

朝

子

日
頃
か
ら
尊
敬
し
て
い
る
内
田
莉
渉
子

氏
の
講
演
を
目
の
前
で
聞
け
る
と
は
思

っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

こ
の
企
画

を
知

っ
た
時
、
私
は
と
で
も
う
れ
し
く
、

そ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

「も
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
出
会
わ
な
か

っ
た

ら
ば
、
今
日

（
こ
ん
に
ち
）
の
私
は
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
、
莉
沙
子
さ
ん
は
、

や
さ
し
い
美
し
い
日
本
語
で
話
し
出
さ
れ

ま
し
た
。

生
い
立
ち
か
ら
始
ま
り
、
露
文
科
を
選

ん
だ
理
由
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
児
童
書
と
の

出
会

い
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
留
学
の
い
き
さ
つ

な
ど
を
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て

感
動
的
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ワ

ル
シ
ャ
ワ
留
学
は
し
た
も
の
の
現
実
は
き

び
し
く
、
本
を
さ
が
し
て
本
屋
を
歩
き
回
っ

た
り
、
出
版
社
に
出
向

い
た
り
、
日
本
で

は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
苦
労
話
も
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ご

苦
労
の
中
か
ら
、
「
灰
む
す
め
」
の
よ
う
な

昔
話
か
ら

「
す
ば
ら
し
い
フ
ェ
ル
デ
ナ
ン

ド
」
の
よ
う
な
現
代
物
ま
で
、
次
々
と
名

訳
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

莉
渉
子
さ
ん
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
児
童
書

の
魅
力
を
、
地
味
で
盛
り
上
が
り
に
乏
し

い
が
、
説
教
く
さ
さ
が
な
く
、
内
容
に
意

外
性
や
自
由
な
雰
囲
気
が
あ
る
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

情
熱
的
で
み
ず
み
ず
し
さ
の
あ
ふ
れ
た

お
話
に
、
心
が
洗
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
豊

か
な
満
足
感
を
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
１
５
号
９
１
年
９
月
）

六
月
の

「ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
で
企
画

し
た

「ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
の
会
」
は
た
い

へ
ん
好
評
で
し
た
。
料
理
を
通
し
て
身
近

に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
い

う
人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

食
生
活
を
中
心
に
熊
倉

ハ
リ
ー
ナ
先
生
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

熊
倉
さ
ん
は
ル
ブ
リ
ン
の
近
く
、
ク
ラ

シ
エ
ク
と
い
う
町
の
出
身
で
す
。
日
本
滞

在
十
三
年
目
で
、
現
在
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の

講
師
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
職
場
や
学
校
が
午
前

七
時
に
始
ま
り
ま
す
。
朝
食

（
シ
ナ
ダ
ー

ニ
ェ
）

は
、
午
前
六
時

こ
ろ
に
と
り
ま

す
。
パ
ン
に
ジ

ャ
ム
や
バ
タ
ー
を

つ
け
て

牛
乳
を
飲
み
ま
す
。
町
に
住
ん
で
い
る
人

は
、
朝
に
は
パ
ン

（
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
か
バ

タ
ー

ロ
ー
ル
）
と
バ
タ
ー
な
ど
を
買
い
に

行
き
ま
す
。
バ
タ
ー
は
塩
分
の
少
な
い
も

の
で
、
二
、
〓
一日
お
き
に
買
い
ま
す
。

午
前
十

一
時
こ
ろ
、
第
二
朝
食

（
ド
ゥ

ル
ギ
シ
ナ
ダ
ー

ニ
ェ
）
が
あ
り
ま
す
。
職

場
や
学
校
で
も
二
十
分
く
ら
い
の
休
憩
時

間
が
あ
り
、
簡
単
な
サ
ン
ド
ウ
ィ
ツ
チ
か

い
も
だ
ん
ご

―
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
食
習
慣
―

熊
倉
ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
談

カ
ナ

ッ
ペ
、
そ
れ
に
紅
茶
、
少
量
の
果
物

な
ど
を
食
べ
ま
す
。
こ
の
時
間
に
は
役
所

な
ど
の
窓
口
に
は

「朝
食
中
」
と
い
う
札

が
出
て
い
て
、
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

昼
食

（
オ
ビ
ィ
ヤ
ー
ド
）
は
午
後

一
時

こ
ろ
で
す
。
昼
食
が

一
日
中
の
主
要
な
食

事
と
な
り
ま
す
。
家
族
が
そ
ろ

っ
て
ゆ

っ

く
り
楽
し
む
の
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
習
慣

で
す
。
し
か
し
、
共
働
き
の
家
庭
で
は
そ

れ
ぞ
れ
に
職
場
で
と
る
よ
う
で
す
。

メ

ニ
ュ
ー
は
ス
ー
プ
、
肉
類
の
煮
込
み
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「
１
１
１
１
‐
‐

料
理
、
じ
や
が

い
も
、
サ
ラ
ダ
、
パ

ン
、

デ
ザ
ー
ト

（
ケ
ー
キ
と
紅
茶
）
で
す
。
日

本

の
夕
食

の
よ
う

に
、　
一
番
手
を
か
け

た
料
理
を
食
べ
ま
す
。
煮
込
み
料
理
は
そ

の
と
き
ど
き
で
、
ク
レ
ー
プ
、
ピ

エ
ロ
ギ

（ギ

ョ
ー
ザ
風
の
も
の
）
、
マ
カ

ロ
ニ
料
理

と
変
わ
り
ま
す
。
じ
や
が
い
も
は

一
日

一

度
は
食
卓
に
の
ぼ
り
ま
す
。
じ
や
が
い
も

料
理
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
日
本
の
い

も
も
ち
に
似
た

「
い
も
だ
ん
ご
」
を
作
り
、

温
か
い
う
ち
に
バ
タ
ー
で
あ
え
て
食
べ
ま

す
。
い
も
だ
ん
ご
は

一
度
に
た
く
さ
ん
作

り
、
翌
日
い
た
め
て
食
べ
た
り
し
ま
す
。

職
場
は
午
後
三
時
こ
ろ
に
は
終
わ
り
ま

す
。
夕
食
の
時
間
ま
で
家
庭
菜
園
を
作

っ

た
り
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

夕
食

（
コ
ラ
ツ
ィ
ア
）
は
午
後
七
時
こ

ろ
で
す
。
夕
食
に
は
軽
く
パ
ン
、
玉
子
料
理
、

ウ
ィ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
温
め
た
も
の

な
ど
を
食
べ
ま
す
。

主
婦
の
家
事
を
す
く
な
く
す
る
た
め
に
、

オ
ビ
ィ
ヤ
ー
ド
で
作

っ
た
煮
込
み
料
理
を

温
め
な
お
し
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
曜
日
は
午
前
中
に
教
会
に
行
き
、
オ

ビ
ィ
ヤ
ー
ド
は
家
族
そ
ろ

っ
て
ゆ

っ
く
り

食
べ
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
は
、
家
族
が
そ
ろ
っ

て
正
装
し
て
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
を
祝
う
特

別
の
日
で
す
。
テ
ー
ブ
ル
に
真

っ
白
な
ク

ロ
ス
を
か
け
て
、
家
族
の
数
よ
り

一
人
分

多
く
食
器
を
セ
ッ
ト
し
ま
す
。
食
事
の
メ

イ

ン
は
七
面
鳥

で
す
。
そ
の
ほ
か
、
魚
、

野
菜
を
使

っ
た
料
理
な
ど
で
す
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
獣
肉
の
料

理
は
食
べ
ま
せ
ん
。
油
も
い
つ
も
使
う
ラ
ー

ド
で
は
な
く
、
ナ
タ
ネ
油
な
ど
植
物
性
の

油
を
使
い
ま
す
。

魚
料
理
と
し
て
、
塩
漬

ニ
シ
ン
と
鯉
の

フ
ラ
イ
料
理
を
か
な
ら
ず
作
り
ま
す
。
野

菜
料
理
は
、
野
菜
と
干
し
キ
ノ
コ
な
ど
を

わ
ず
、
干
し
キ
ノ

コ
で
味
付
け
し
ま
す
。

ビ
ー
ツ
を
使

つ
た
赤

い
ボ
ル
ス
ツ
、
豆
と

ザ

ワ
ー
ク
ラ
ウ
ト
の
煮
込
み
な
ど

で
す
。

マ
カ

ロ
ニ
料
理
も
作
り
ま
す
。
け
し
の
実

と
蜂
蜜
で
作

っ
た
ソ
ー
ス
で
マ
カ

ロ
ニ
を

食
べ
ま
す
。

飲
物
は
白
ワ
イ
ン
で
、
ウ
オ

ツ
カ
は
飲

み
ま
せ
ん
。

食
事
を
済
ま
せ
た
あ
と
は
、
教
会
の
ミ

サ
に
出
か
け
ま
す
。

使

っ
た
料
理
で
す
。
ビ
ゴ
ス
に
も
肉
を
使
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
６
号
９
１
年
１
０
月
）

舅

恣

飩

に

膨

舅

屹

Ｉ

ｍ

５

穂

軋

冬

呻

舅

冬

凩

冬

θ

ε

熙

凸

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
の

ヘ
ン
リ
ク

ｏ
リ
プ
シ
ツ
ツ

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
せ
て

駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使

本
日
、
私
の
為
に
素
購
ら
し
い
歓
迎
会

を
催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
北
海
道
ポ
ー

ラ
ン
ド
文
化
協
会
会
長

。
今
村
成
和
様
に

厚
く
感
謝
致
し
ま
す
。
ま
た
、
お
忙
し
い
中
、

ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度

の
北
海
道
訪
間
は
、
昨
年

の

十

一
月
末
に
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
と
し

て
日
本
に
着
任
し
て
以
来
、
初
め
て
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
文
化
の
み

な
ら
ず
学
術
分
野
に
お
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
深

い
絆
を
も

つ
北
海
道
の
地
を
訪
れ

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
私
の

大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
北
海
道
の
風

景
を
眺
め
て
お
り
ま
す
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
地
を
思
わ
せ
、
ふ
る
さ
と
を
な

つ
か
し

く
感
じ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う

に
、
多
く
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
人
、
学
者
、

学
生
達
も
ま
た
、
北
海
道
の
自
然
に
、
こ

の
街
に
、
そ
し
て
北
海
道
民
の
皆
様
に
故

郷
の
香
り
を
実
感
し
た
の
で
は
な
い
か
と

存
じ
ま
す
。

本
日
は
、

こ
れ
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
北

海
道
と
の
間
の
友
好
親
善
促
進
に
多
大
の

貢
献
を
さ
れ
て
き
た
貴
協
会
な
ら
び
に
会

員
の
皆
様
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
明
い
た

し
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
が
主
催

し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
を

は
じ
め
、
映
画
上
映
、
専
門
家
た
ち
に
よ

る
文
化
お
よ
び
政
治
講
演
な
ど
を
催
さ
れ

た
こ
と
は
道
民
の
皆
様
に
と

っ
て
、　
一
層

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
親
し
み
を
も
た
れ
る
機
会

に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
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今
後
と
も
、
皆
様

の
活
動
に
よ

っ
て
、　
　
　
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
温
か
い
お
も
て

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
の
間
の
様
々
な
分
野
　
　
な
し
に
預
か
り
ま
し
た
こ
と
を
、
貴
協
会

に
お
け
る
交
流
が
よ
り
実
り
あ
る
も
の
に
　
　
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
に
重
ね
て
お
礼
申

発
展
し
て
行
く
こ
と
を
切
に
望
ん
で
お
り
　
　
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

九
九
二
・五
上
〓
一、
１
９
号
）

柩
兆
柩
舅
贔
又
贔
輌
柩
柩
蜃
几
沐
几
輌
輌
輌
輌
柩
柩
柩
輌
柩
吻
柩
鸞
几
柩
吻
几
蜃
几
吻
几
蜃
柩
蜃
柩
濶

―
ポ
文
協

・
修
学
旅
行
記
―

私
は
主
人
の
転
勤
に
と
も
な
い
北
海
道

で
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
り
三
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
道
東

旅
行
を
し
た

い
と
思

っ
て
い
た
も
の
の
、

実
現
し
な
い
ま
ま
時
が
流
れ
ま
し
た
。

今
回

（
平
成
七
年
九
月
三
十
日
～
十
月

一
日
）
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
の

計
画
で
池
田
町
を
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

石
勝
線

・
根
室
本
線
特
急

「
お
お
ぞ
ら
」

で
三
時
間
十
分
の
列
車
の
中
か
ら

一
行
十

名
の

「修
学
旅
行
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
会
員
で
池

田
町
在
住
の
藤
平
隆
氏
が
現
地
で
の
受
け

入
れ
の
準
備
を
す
べ
て
し
て
下
さ
り
、
池

田
駅
で
氏
の
お
出
迎
え
を
受
け
て

一
行
の

行
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

藤
平
氏
は
池

田
町
教
育
課
長

で
田
園

私
の
あ
る
日
の

「十
勝
日
誌
」

栗
　
原
　
朋
友
子

ホ
ー
ル
館
長
を
な
さ

っ
て
い
ま
す
。　
一
行

は
ま
ず
最
初
に
田
園
ホ
ー
ル
を
見
学
し
ま

し
た
。
文
化
活
動
の
施
設
と
し
て
平
成
二

年

に
完
成
し
た

こ
の
ホ
ー
ル
は
多
目
的

ホ
ー
ル
で
六
百
人
が
収
容
で
き
る
と
い
わ

れ
、
二
百
六
十
席
の
電
動
可
動
式
階
段
席

が
あ
る
の
が
特
徴
で
、
ピ
ア
ノ
は
ベ
ー
ゼ

ン
ド
ル
フ
ァ
ー
イ

ン
ペ
リ
ア
ル
で
あ
り
、

こ
の
他
に
チ

ェ
ン
バ
ロ
ま
で
備
え
て
い
る

と
い
う
大
変
立
派
な
ホ
ー
ル
で
し
た
。
ホ
ー

ル
内
に
は
会
議
室

。
三
十
畳
の
和
室

。
研

修
室
が
あ
り
ま
す
。
も

っ
と
も
う
ら
や
ま

し
く
思
い
ま
し
た
こ
と
は
、
札
幌
で
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
料
理
講
習
会
を
計
画
し
た
場
合
で

も
、
調
理
室
で
頭
を
悩
ま
さ
れ
、
そ
の
設

備
の
あ
る
会
場
が
ふ
さ
が

っ
て
い
る
と
計

画
も
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
に
、
こ
の
ホ
ー

ル
の
中
に
大
き
な
調
理
室

（
八
十

一
平
方

メ
ー
ト
ル
）
が
あ
り
、
鏡
が
も
う
け
ら
れ

て
い
て
、
後
ろ
の
席
の
人
に
も
料
理
の
先

生
の
手
元
が
写
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
い
ま
し
た
。
池
田
町
の
人
口
は

一
万
人

に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
き
き
、
の
ど
か
な

十
勝
平
野
の
中
に
、
こ
ん
な
に
恵
ま
れ
た

文
化
施
設
の
あ
る
こ
と
に
驚
き
に
似
た
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。

十
勝
は
道
内
屈
指
の
穀
倉
地
帯
と
し
て

有
名

で
あ
る
と
旅

の
本
で
読
み
ま
し
た
。

車
窓
か
ら
な
が
め
る
景
色
は
他
で
見
ら
れ

な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
と
し
て
私
の
目
に

焼
き
つ
き
ま
し
た
。

池
田
町
は
歩
道
ま
で
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
で

色
ど
ら
れ
、
タ
ク
シ
ー
ま
で
も

「
ワ
イ
ン

・

タ
ク
シ
ー
」
で
、
町
を
あ
げ
て
ワ
イ
ン
の

普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
城
塞
を
か
た
ど

っ
た
ワ

イ
ン
城
は
同
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
こ

の
城
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
の
古
城
に
似

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

「
ワ
イ
ン
城
」
の
愛

称
で
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
話
を
き
い

た
後
、　
一
行
は
ワ
イ
ン
の
製
造
過
程
を
見

学
、
地
下
の
貯
蔵
庫
ま
で
特
別
に
み
せ
て

い
た
だ
き
、
三
階
に
上

っ
て
売
店
で
早
速

「
セ
イ
オ

ロ
サ
ム
」
（
凋
寒
）
を
飲
ん
で
み

た
が
、
お
い
し
か
っ
た
。

モ
リ
オ

・
マ
ス
カ
ッ
ト
種
を
主
原
料
と

し
て
数
種
類

の
ブ
ド
ウ
か
ら

つ
く
ら
れ
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
辛
国
の
ワ
イ
ン
を
池

田
町
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
感
激
と
と
も

に
味
わ
い
ま
し
た
。

池
田
の
歴
史
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
九

年
に
凋
寒
村
と
な
り
、
大
正
十
五
年
池
田

町
と
改
称
さ
れ
た
と
記
さ
れ
、
ブ
ド
ウ
栽

培
を
始
め
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
頃
と
の

こ
と
。
十
月
第

一
日
曜
日
は
秋
の
ワ
イ
ン

祭
り
と
し
て
町
の
主
た
る
行
事
の

一
つ
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
ワ
イ
ン
祭
り
に
前
夜
祭
か
ら
参
加

で
き
た
幸
せ
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
３
２
号
９
５
年
１
１
月
）

池
田
町
ワ
イ
ン
祭
り

（平
成
八
年
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お
そ
ま
き

「池
田
町
紀
行
」

九
月
三
〇
日

（土
）
午
前
九
時
、
札
幌

駅
集
合
。
男
五
人
女
四
人
計
九
人
、
本
間

さ
ん
は
夜
六
時
過
ぎ
池
田
着
の
汽
車
に
て

合
流
さ
れ
る
。
午
前
九
時
五
三
分
の
釧
路

行
き
特
急
お
お
ぞ
ら
三
号
に
乗
り
車
中
の

人
と
な
る
。

新
得
あ
た
り
で
昼
弁
当
を
食
べ
る
頃
は

す

っ
か
り
和
気
あ
い
あ
い
に
な

っ
て
い
た
。

午
後

一
時

一
〇
分
池
田
着
、
駅
舎
を
出
る

と
、
藤
平
さ
ん
が
自
い
帽
子
に
自
の
ト
レ
ー

ナ
ー
の
上
下
を
着
て
出
迎
え
て
下
さ
る
。

な
ん
で
も
、
少
年
野
球
大
会
の
開
会
式

で
挨
拶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
皆

さ
ん

「
田
園
ホ
ー
ル
」

へ
行

っ
て
休
息
し

て
い
て
下
さ
い
、
と
の
事
で
あ

っ
た
。

何
し
ろ
、
天
気
は
最
高
、
空
気
は
澄
ん

で
い
る
。
後
で
わ
か

っ
た
事
だ
が
、
こ
ん

な
良
い
天
気
を

「
十
勝
晴
れ
」
と
呼
ぶ
の

だ
そ
う
だ
。

「
田
園
ホ
ー
ル
」
の
立
派
さ
に

一
同
唖
然

と
し
て
い
る
。
入
口
に
は
壁

一
面
の
ス
テ

ン
ド
ガ
ラ
ス
、
ホ
ー
ル
の
中
に
は
大
き
な

舞
台
が
あ
る
。
電
動
で
収
納
で
き
る
階
段

式
の
椅
子
席
等
々
。
そ
し
て
、
建
物
の
中

に
は
他
に

「
カ
ン
ト
リ
ー
講
座
」
と
呼
ぶ

織
物
教
室
等
が
有
り
、
タ
ペ
ス
ト
リ
の
作

品
等
が
壁
に
張
っ
て
あ

っ
た
。

霜
　
田
　
千
代
麿

そ
の
夜
は
ワ
イ
ン
祭
り
の
前
夜
祭
で

「大

通
」
と
呼
ば
れ
る
通
り
に
露
店
や
モ
ギ
店

や
夜
店
や
、
沢
山
の
食
べ
物
の
屋
台
が
出

て
賑
わ
っ
た
。

ワ
イ
ン
無
料
飲
み
放
題
。
焼
き
そ
ば
や

ら
、
お
に
ぎ
り
や
ら
お
で
ん
を
思
い
思
い

に
頬
張
り
満
足
し
た
。

丁
度
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
の
高
校
生

（交

換
で
、
短
期
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
）

連
中
も
参
加
し
て
、
な
か
な
か
の
盛
り
上

が
り
だ

っ
た
。

ワ
イ
ン
の
樽
転
が
し
の
競
争
も
あ

っ
た
。

モ
ギ
店
の
中
に
毛
糸
の
帽
子
を
売

っ
て
い

る
店
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
「カ
ン
ト
リ
ー

講
座
」
の
人
達
の
作
品
で
あ
っ
た
。

〓
一、
四
人
が
そ
こ
で
、
お
互
い
に
、
似
合

う
似
合
う
と
喜
ん
で
買

っ
た
。
灰
谷
さ
ん

が
サ

ッ
ポ

ロ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
帽
子
を

買

っ
て
い
る
ぞ
と
笑

っ
て
い
る
。

我
々
が
投
宿
し
た
の
が
、
と
う
き
び
畑

を
過
ぎ
た
処
に
有
る

「牧
場
の
家
」
と
呼

ば
れ
る
コ
テ
ジ
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
ま
た
、
な
か
な
か
た
い
し
た
物

だ

っ
た
。
女
性
達
は

「
ポ

ニ
ー
」
と
名
の

つ
い
た

一
軒
、
そ
し
て
男
共
六
人
は
隣
の

コ
テ
ジ
に
投
宿
し
た
。

以
上
で

一
日
目
の
行
動
は
終
了
し
た
、

と
い
い
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
そ
の

夜
、
御
当
地
の
お
客
様
を
迎
え
て
、
「深
夜

の
酒
宴
」
と
あ

い
な

っ
た
次
第
で
あ
る
。

流
石
、
「
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
」

の
名
に
し
負
う
、
修
学
旅
行
で
し
た
。

（
３
３
号
９
６
年
２
月
）

佐
々

木

保

子

池
田
町
ワ
イ
ン
祭
リ
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て

第
二
十
八
回
例
会
は
、
（平
成
八
年
）
十

月
五
上
ハ
日
「池
田
町
ワ
イ
ン
祭
り
」
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。
例
会
と
し
て
は
初
め

て
の

一
泊
二
日
の
小
旅
行
で
す
。
参
加
者

は
九
名

（内
池
田
町
在
住
会
員
二
名
）
で

し
た
。

五
日
朝
九
時
、
札
幌
を
出
発
。
秋
晴
れ

の
中
、
日
勝
樹
海

ロ
ー
ド
の
紅
葉
を
楽
し

み
ま
し
た
。
鹿
追
町
の
神
田
日
勝
美
術
館

を
見
学
。
日
勝
は
、
鹿
追
で
営
農
の
か
た

わ
ら
、
油
彩
画
を
製
作
し
続
け
、
三
十
二

才
で
急
逝
し
た
画
家
で
す
。
ひ
っ
そ
り
と

し
た
町
の
中
に
、
近
代
的
建
物
の
美
術
館

は
、
町
の
イ
メ
ー
ジ

・
ア
ッ
プ
に

一
役
買
っ

て
い
る
様
で
す
。

そ
の
後
は
、
十
勝
川
を
登

っ
て
来
る
鮭

を
、
千
代
田
堰
堤
で
見
ま
し
た
。
鮭
が
川

面
を
飛
び
は
ね
る
姿
を
見
て
い
る
う
ち
に
、

石
狩
鍋
な
ら
ぬ
十
勝
鍋
を
食
べ
た
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、　
一
路
池
田
町
に
向

い
ま

し
た
。

宿
泊
予
定
の

「
ま
き
ば
の
家
」
は
、
町

か
ら
は
ず
れ
た
丘
の
上
に
あ
り
、
十
勝
平

野
に
沈
む
美
し
い
夕
日
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
到
着
後
、
町
に
出
か
け
、
ワ

イ
ン
祭
り
の
前
夜
祭
に
参
加
。
い
ろ
い
ろ

な
店
が
出
て
い
て
、
ワ
イ
ン
は
飲
み
放
題
。

町
の
人
々
と

一
緒
に
、
食
べ
た
り
飲
ん
だ

り
し
て
、
お
祭
り
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
十
時
す
ぎ
、
研
修
室
で
栗
原
先
生

の

「ポ
ー
ラ
ン
ド
の
諸
都
市
の
伝
説
」
と

題
す
る
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
名
称
の
由
来
は
、
貧
し

い
農
家
の
ワ
ル
シ
ュ
と
サ
ヴ

ァ
と
い
う
双

子
の
名
前
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
伝
説

や
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル
の
鷲
の
話

な
ど
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
伝
わ
る
民
話
を
、

い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
も
と
に
お
話
し
下
さ

い
ま
し
た
。

池
田
町
会
員
の
差
し
入
れ
の
ワ
イ
ン
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ー
と
、
持
ち
込
み
の
つ
ま
み

で
、
宴
会
の
様
な
雰
囲
気
の
中
で
、
先
生



が
配
布
し
た
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

ま
じ
め
に
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。
先
生

の
お
話
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
話
題
が
拡
が
り

夜
遅
く
ま
で
楽
し
い
会
話
が
続
き
ま
し
た
。

六
日
は
、
午
前
中
、
全
員
で
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
や
や
お
腹
が
減

っ

た
と
こ
ろ
で
、
ワ
イ
ン
城
の
前
で
開
か
れ

て
い
る
ワ
イ

ン
祭

に
参
加
。

ワ
イ

ン
飲
み

放
題
。
焼
肉
食

べ
放
題
。
楽

し

い
例
会
と

な
り
ま
し
た
。

池

田
町
会
員

の
藤
平
隆
さ
ん
と
黒
川
俊

男
さ
ん

に
大
変

お
世
話

に
な
り
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
３
５
号
９
６
年
１
１
月
）

栗
　
原
　
朋
友
子

心
地
よ
い
静
け
さ
と
窓
辺
の
風
景
は
私
に

は

「デ

ッ
カ
イ
ド
ウ
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
」
で

し
た
。
き

っ
と

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
が

一
緒
に

行

っ
て
い
た
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
田
合
の
景

色
を
思
い
出
し
た
と
思
い
ま
す
よ
。

エ
ゾ

マ
ツ

・
ト
ド
マ
ツ

・
ダ
ケ
カ
ン
バ

な
ど
の
深
い
原
生
林
カ
ー
ブ
を
重
ね
て
白

樺
林
が
見
え
て
く
る
と
、
そ
こ
は

「樹
海

ロ
ー
ド
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
雄
大
な
眺
め

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
道
で
し
た
。

今
回
は
寄
り
道
も
自
由
に
で
き
、
神
田

日
勝
記
念
館
に
も
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
日

勝
の
こ
と
は
、

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
知
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
「農
民
画
家
」
と
言
わ
れ
る
の

を
嫌

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
開
拓

農
民
の
二
代
目
と
し
て
農
業
を
営
み
な
が

ら
絵
筆
を
握
り
、
存
在
感
あ
ふ
れ
る
絵
を

描
き

つ
づ
け
三
十
二
才
の
若
さ
で
他
界
し

た
ん
だ
そ
う
で
す
。
日
勝
記
念
館
の
建
物

の
正
面
の
壁
に
も
馬
が
描
か
れ
て
い
ま
し

た
。
死
を
前
に
し
て
描
き
つ
づ
け
た

「
馬
」

が
絶
筆
と
な

っ
た
そ
う
で
す
が
、
未
完
成

に
終
わ
り
、
二
本
の
前
足
で
バ
ラ
ン
ス
を

と

っ
て
立

っ
て
い
る
絵
で
し
た
が
、
切
な

い
ほ
ど
悲
し
い
目
に
え
が
か
れ
て
い
て
、

こ
れ
を
み
る
と
多
く
の
可
能
性
を
残
し
な

が
ら
、
こ
の
世
を
去

っ
た
日
勝
自
身
を
も

の
が
た

っ
て
い
る
よ
う
に
お
も
え
ま
し
た
。

寄
り
道

つ
い
で
に
千
代
田
え
ん
堤
も
見

学
し
ま
し
た
。
十
勝
川
を
産
卵
の
た
め
に

川
を
遡

っ
て
く
る
大
量
の
鮭
を
こ
こ
で
生

け
捕
り
に
す
る
秋
の
十
勝
な
ら
で
は
の
見

も
の
で
し
た
。
こ
れ
は

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
に

も
見
せ
て
あ
げ
た
い
光
景
で
し
た
。

な
か
な
か
宿
泊
先

の

「
ま
き
ば

の
家
」

に
た
ど
り

つ
き
ま
せ
ん
。
や

っ
と
た
ど
り

着
い
た
と
き
は
真

っ
暗
に
な

っ
て
い
ま
し

た
。池

田
の
人
口
は

一
万
人
に
も
な
ら
な
い

そ
う
で
す
が
、
「
ワ
イ
ン
ま
つ
り
」
の
時
は

人
も
急
に
ふ
え
、
振
や
か
な
池
田
町
と
変

わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
札
幌
か
ら
だ

っ
て

ポ
文
協
の
会
員
が
七
名
も
い
っ
て
い
る
ん

で
す
も
の
。
「ポ
ー
ラ
ン
ド
の
諸
都
市
の
伝

説
」
と
言
う
講
演
を
き
き
ま
し
た
が
、

ハ

リ
ー
ナ
さ
ん
が
こ
の
場
に
い
て
く
れ
た
ら
、

き

っ
と
私
達
に
も

っ
と
違

っ
た
面
で
プ
ラ

ス
に
な
っ
た
と
思
う
と
残
念
で
し
た
。

翌
日
の
午
前
中
は
日
頃
運
動
不
足
の
私

達
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
し
ま
し
た
。
ハ
リ
ー

ナ
さ
ん
だ

っ
た
ら
ど
ん
な
打
ち
方
を
し
た

の
か
し
ら
…
…
と
思
う
と
今
回
の
突
然
の

ご
病
気
を
恨
み
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
城
の
前
の
小
高

い
芝
生
の
場
所

は
秋
の

「
ワ
イ
ン
ま
つ
り
」
の
会
場
で
す
。

食
い
し
ん
坊
に
と

っ
て
は
池
田
の
シ
ン
ボ

ル

「
十
勝
ワ
イ
ン
」
の
飲
み
放
題
と
牛
肉

の
食
べ
放
題
は
こ
の
う
え
も
な
い
喜
び
で

す
。
池
田
を
豪
快
に
味
わ
え
る
の
が

「
ワ

イ
ン
ま
つ
り
」
で
す
。

池
田
在
住
の
会
員
さ
ん
と
も
ワ
イ
ン
を

飲
み
な
が
ら
楽
し
く
歓
談
の
時
を
も
ち
ま

し
た
。
会
場
の
多
く
の
人
が
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー

に
染
ま
る
頃
、
ポ
文
協
の
メ
ン
バ
ー
は
池

田
町
か
ら
新
し
く
会
員
と
し
て
入
会
す
る

と
意
志
表
明
を
し
て
下
さ

っ
た
方
の
お
祝

い
と
会
の
今
後
の
発
展
を
願

っ
て
乾
杯
の

声
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
声
は
会
場
に
響

き
わ
た
っ
た
筈
で
す
。

往
復
と
も
無
事
故
の
安
全
運
転
を
し
て

く
だ
さ

っ
た
霜
田
さ
ん
と
斎
田
さ
ん
に
は

ご
苦
労
さ
ま
と
心
か
ら
感
謝
を
し
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
池
田
に
行

け
る
よ
う
に
健
康
に
気
を
つ
け
て
ね
。

霜
田
千
代
麿
さ
ん
が
詠
ま
れ
た
俳
句
で

十
勝
の
秋
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
　
十
勝
川
水
に
抗
い
鮭
帰
る

○
　
河
遡
上
い
の
ち
の
果
て
の
秋
の
鮭

○
　
か
ん
酒
や
ま
た
か
ん
酒
や
秋
深
し

（３
６
号
９
７
年
４
月
）

あ
る
日
の
旅
だ
よ
り

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
、
お
体
の
調
子
そ
の
後

い
か
が
で
す
か
。
あ
ん
な
に
楽
し
み
に
し

て
い
た
池
田
行
き
が
、
思
い
が
け
な
い
病

気
で
行
け
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
「
ワ
イ
ン

ま

つ
り
」
に
行
く
と
き
は
、
ど
ん
な
服
装

で
行
け
ば

い
い
の
と
、
ま
る
で
子
ど
も
の

頃
の
遠
足
の
こ
と
を
思
い
出
す
よ
う
な

ハ

リ
ー
ナ
さ
ん
の
キ
ラ
キ
ラ
と
光

っ
た
目
を

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
来
年
も
き

っ
と
計
画

さ
れ
る
と
思
う
の
で
、
今
し
ば
ら
く
体
力

回
復
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ハ
リ
ー
ナ
さ

ん
ば
か
り
で
な
く
、
お
も
わ
ぬ
事
が
重
な

り
当
初
の
計
画
の
大
型
バ
ス
を
貸
切

っ
て

池
田
に
行
く
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、
急

に
乗
用
車
二
台
で
ゆ
く

「
ワ
イ
ン
ま
つ
り
」

ツ
ァ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

の
ん
び
り
草
を
食
む
牛
た
ち
を
眺
め
た

り
、
季
節
の
色
と
防
風
林
が
ア
ク
セ
ン
ト

を

つ
け
る
畑
を
ぬ
け
、
い
く
ら
走

っ
て
も

―-63-一



第
二
十
五
回
例
会

メ
ラ
ノ
ヴ
ィ
チ
先
生
の
二
つ
の
お
土
産

一
月
十
六
日
、
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文

化
協
会
の
例
会
は
現
在

（九
八
年
四
月
～

九
九
年
三
月
）
宮
城
学
院
女
子
大
学

へ
交

換
教
授
と
し
て
滞
在
中
の
ク
ラ
ク
フ

・
ヤ

ギ

ェ
ウ
ォ
大
学
日
本
学
科
長
ミ
コ
ワ
イ

・

メ
ラ
ノ
ヴ
ィ
チ
氏
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ

た
。講

演
の
中
か
ら
、
特
に
印
象
深
か

っ
た

事
を
三
つ
書
い
て
み
た
い
。

当
日
の
講
題
は

「ポ
ー
ラ
ン
ド
に
於
け

る
、
日
本
文
学
の
現
状
に
つ
い
て
」
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
内
容
は
必
然
的
に
、
氏
の
文

学
観
を
中
心
と
し
た

「ポ
ー
ラ
ン
ド
に
於

け
る
文
学
の
特
徴
」
と
い
う
も
の
に
移

っ

て
い
っ
た
。

「文
学
と
は
何
か
」
と
い
う
事
に
関
し
て

氏
は

「自
分
に
と
っ
て

〈
文
学
〉
と
は

〈
こ

こ
ろ
〉
で
あ
る
」
と
定
義
を
さ
れ
た
。

一
、
文
学
と
の
象
徴
的
出
会
い
に
つ
い
て

次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
さ
れ
た
。

「私
は
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
き
、
表
彰
と

し
て
、　
一
冊
の
本
を
校
長
か
ら
頂

い
た
。

そ
の
本
の
題
名
は

ｒ
８
ｏ
（
こ
こ
ろ
）
と
い
い
、

イ
タ
リ
ー
人
作
家

”
Ｑ
ヨ
ａ

，

＞
ユ
ｏオ
と
い

う
人
の
著
作
で
あ

っ
た
。
内
容
は
イ
タ
リ
ー

人
の
独
立
の
戦
い
の
中
に
於
け
る
、
当
時

の
若
者
た
ち
の
生
き
方
の
物
語
集
で
あ

っ

た
。
こ
の

一
冊
の
本
と
の
出
逢
い
が
私
の

人
間
形
成
に
、
大
変
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
」

次
に
、
我
々
日
本
人
に
と

っ
て
、
大
変

難
解
な
テ
ー
マ
で
あ
る
、

ロ
マ
ン
主
義
と

い
う
事
に
つ
い
て
、
「
ロ
マ
ン
主
義
傾
向
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
特
徴
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
文
学
も
同
じ
で
あ
る
」
。
代
表
作
家
と
し

て
、
生
誕
三
百
年
の
ア
ダ
ム

・
ミ
ツ
キ

ェ

ヴ

ィ
チ

（
一
七
九
八
～

一
八
五
五
）
と
、

歴
史
小
説
を
書

い
た

ヘ
ン
リ
ツ
ク

・
シ
エ

ン
キ
エ
ヴ
ィ
チ

（
一
八
四
六
～

一
九

一
二Ｃ

の
二
人
を
挙
げ
ら
れ
た
。

又
、
氏
は
師
範
学
校
時
代
の
体
験
と
し

て

「
宮
沢
賢
治
の

『
春
と
修
羅
』
と
い
う

詩
集
を
通
し
て
、
自
分
の
こ
こ
ろ
の
在
り

方
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
」
。
特
に

『春
と

修
羅
』
の
く
Φ●
邑

第
①”３

〓
ａ
一お
０
（心
象

ス
ケ

ッ
チ
）
が
深
い
感
動
を
与
え
て
く
れ

た
。
さ
ま
よ
え
る
孤
独
の
修
羅
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
日
本
文
学
に
現
れ
た
孤
独
の
象

徴
だ

っ
た
。
救
済

へ
の
道
を
農
業
の
近
代

化
や
宗
教
に
見
た
賢
治
の
イ
メ
ー
ジ
の
つ

ら
な
り
に
深
い
共
感
と
興
味
を
覚
え
た
。

又
、
何
故
、
卒
業
論
文

（
ワ
ル
シ
ャ
ワ

大
学
、
日
本
語
学
科
学
位
論
文
）
に
賢
治

を
取
り
上
げ
た
か
、
と
い
う
聴
衆
か
ら
の

質
問
に
対
し
て
は
、
「
む
つ
か
し
く
て

（難

解
）
、
面
白
そ
う
だ

つ
た
か
ら
」
と
い
う
冗

談
め
か
し
た
答
え
が
返

っ
て
き
た
。

二
、
翻
訳
家
と
し
て

「翻
訳
は
創
造
で
あ
り
、　
一
つ
の
芸
術
で
あ

る
」
と
力
説
さ
れ
た
。

「ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、
毎
日
ピ
ア
ノ
の
訓
練
を

す
る
。
翻
訳
も
同
じ
だ
。
毎
日
、
三
時
間

は
必
ず
、
机
に
向
か
う
事
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
訓
練
で
あ
る
。
暮
れ
も
新
年
の
三

が
日
も
変
わ
ら
な
い
。
訓
練
で
あ
る
限
り
、

生
き
る
道
で
あ
る
限
り
、
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」

三
、
一
流
の
も
の
に
し
か
興
味
を
持
た
な
い

「自
分
が

一
流
の
人
間
と
思
い
、　
一
流
と
感

じ
る
物
に
し
か
興
味
が
な
い
」

時
期
を
同
じ
く
し
て
、
札
幌
で
開
催
さ

れ
て
い
た

「
全
国
劇
作
家
大
会
９
９
」
に

ご
案
内
し
て
、
劇
作
家
の
別
役
実
、
太
田

省
吾
、
グ

ッ
ド
マ
ン

（米

・
イ
リ
ノ
イ
大

学
教
授
）
ら
と
積
極
的
に
会

い
、
精
力
的

に
札
幌
滞
在
を
意
義
深
い
も
の
と
さ
れ
た
。

小
生
も
二
日
間
、
行
動
を
共
に
し
て
、

氏
の
行
動
力
と
膨
大
な
日
本
文
学
に
関
す

る
知
識

・
歌
舞
伎

・
能

。
現
代
演
劇
に
関

す
る
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の

上
な
い
至
福
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
氏
の
生
き
方
が
私
の
心
に
深

い
感

銘
と
足
跡
を
残
し
て
下
さ

っ
た
事

に
感
謝

し
ま
す
。

雪
清
き

国
に
来
た
り
て

二
十
歳

の
娘

メ
ラ
ノ
ヴ

ィ
チ

（文
責

・
霜
田
千
代
麿

・４
２
号
９
９
年
５
月
）

-64-



第
二
十
六
回
例
会

ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
現
状
に
つ
い
て

―
ヤ
ド
ヴ
ィ
ガ

・
ロ
ド
ヴ
ィ
チ
女
史
の
講
演
―

二
月
二
日

（
火
）
午
後
七
時
よ
り
、
札

幌
市
す
み
れ
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
駐
日
ポ
ー

ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
館
参
事
官
ヤ
ド
ヴ
ィ

ガ

。
ロ
ド
ヴ
ィ
ッ
チ
女
史
の
講
演
の
タ
ベ

と
、
終
了
後
懇
親
会
が
も
た
れ
た
。

当
日
は

「ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
現
状
に

つ
い
て
」
の
講
題
の
下
、
元
ガ
ル
ジ

ェ
ニ

ウ
ツ
ェ
劇
団
の
女
優
と
し
て
の
経
験
を
踏

ま
え
て
の
お
話
で
あ
っ
た
。

西
洋
の
文
化
の
基
に
は

「キ
リ
ス
ト
教
」

が
あ
り
、
日
本
の
能
、
歌
舞
伎
の
基
に
は

「仏

教
」
が
あ
る
。

ヨ
ハ
ネ

・
パ
ウ

ロ
ニ
世
と
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
と
の
関
係
、
特
に
連
帯
運
動
時
に
カ
ソ

リ

ッ
ク
教
会
の
果
た
し
た
役
割
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
の
精
神
的
な
力
と
な

っ
た
。
多
様

な
歴
史
、
民
族
性
の
差
異
の
中
か
ら
、
い

か
な
る
普
遍
的
な
も
の
が
導
か
れ
て
く
る

の
か
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に

感
動
す
る
の
か
。

演
劇
の
存
在
す
る
社
会
的
な
意
味
。
芸

術
は
人
生
か
ら
消
す

こ
と
は
出
来
な

い
。

そ
し
て
、
話
題
は

「宗
教
と
芸
術
」
に
及
び
、

人
間
と
は
何
か
、
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、

社
会
に

「生
き
る
」
と
い
う
事
に
於
け
る
、

単
な
る

「消
費
者
」
と
し
て
の
生
き
方
と
、

社
会
に
何
が
出
来
る
か
と
い
う

「生
活
者
」

と
し
て
の
生
き
方
の
問
題
。
自
分
の
為
に

演
劇
を
や
る
と
い
う
信
念
。

最
後
に
今
年
の

一
月
十
四
日
に
、
イ
タ

リ
ア
、
ポ

ン
テ
デ
ラ
で
亡
く
な

っ
た
イ

エ

ジ

・
グ

ロ
ト
フ
ス
キ
と
彼
の
実
験
劇
場
の

仕
事
に
つ
い
て
、
直
接
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
た
経
験
に
基
づ

い
て
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
演
劇
、
世
界
の
演
劇
に
及
ぼ
し
た
影

響

・
役
割
に

つ
い
て
の
お
話
し
を
し
て
、

講
演
を
終
了
し
た
。

（文
責

・
霜
田
千
代
麿

・４
２
号
９
９
年
５
月
）

ポ
ー
ラ

ま
ず
、
本
講
習
会
の
企
画
決
定
と
維
持

に
当
た
ら
れ
た
故
今
村
会
長
を
中
心
と
す

る
歴
代
委
員
会
、
立
上
げ

・
運
営
継
続
に

ご
尽
力

い
た
だ

い
た
藤
原

・
灰
谷
委
員
、

吉
田

。
小
笠
原
事
務
局
長
及
び
ご
懇
篤
な

ご
指
導
に
当
た
ら
れ
た
カ
ジ
ミ
ェ
シ

・
コ

グ
ト

・
亀
岡
延
枝
ご
夫
妻
、
熊
倉

ハ
リ
ー
ナ
、

高
岡
美
保
、
マ
ジ

ェ
ー
ナ

。
テ
ィ
ム
チ
ョ
、

マ
ウ
ゴ
ジ
ャ
ー
タ

。
マ
デ
ィ
各
講
師
に
深

甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、　
一
九
八
九
年

五
月
二
十

一
日

に
開
講
以
来
、
取
敢
え
ず
の
区
切
り
と
し

て
、
二
〇
〇
〇
年
十

一
月
十
五
日
で
三
十

期
を
終

え
る
に
至
り
、
そ

の
間
、
延

ベ

三
百
二
十
五
人
が
受
講
し
た
。
旅
行
や
仕

事
に
備
え
て
言
葉
を
覚
え
た
い
方
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
滞
在
の
よ
き
思
い
出
を
絶
や
し
た

く
な
い
方
、
語
学
の

一
環
と
し
て
勉
強
さ

れ
る
方
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
に
接
し
た
い

方
な
ど
、
六
十
歳
代
後
半
か
ら
当
時
小
学

生
の
安
藤
瞬
君
ま
で
幅
広
い
階
層
の
方
々

が
受
講
し
た
。

授
業
の
内
容
は
標
準
的
な
読
む

。
書
く

。

話
す
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
唄

っ
て
覚
え
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
新
聞
雑
誌
な
ど
か
ら
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
時
事

。
文
化
な
ど
幅
広
く
、
楽

ン
ド
語
講
習
会
を
顧
み

世
話
人

ｏ
富
　
山

し
い
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た
。　
一
番
幼

い
参
加
者
は
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
通

っ
た

三
歳
の
長
野
桜
子
ち
ゃ
ん
で
、
ひ
と
夏
の

ワ
ル
シ
ャ
ワ
滞
在
後
再
び
教
室
に
顔
を
出

し
、
遊
び

で
覚
え
て
き
た
童
謡
を
披
露
、

皆
さ
ん
の
喝
采
を
博
し
、
さ
り
げ
な
く
ド

ヴ
ィ
ゼ
ー

ニ
ャ

（
さ
よ
う
な
ら
）
と
席
を

た

っ
た
。
理
屈
抜
き
で
幼
児
の
覚
え
は
早

い
。
た
だ
た
だ
参

っ
た
参

っ
た
―

一
九
九
六
～
九
七
年
度
総
会
で
は
、
本

講
習
会
の
成
果
発
表
と
し
て
、
受
講
者

一

同
が
高
岡
講
師
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
民
謡

「森

へ
行
き
ま
し
ょ
う
―
―
シ
ュ

ワ

。
ジ

エ
ヴ

エ
チ
カ
」
を
、
留
学
生
諸
君

等
の
応
援
を
得
な
が
ら
原
語
で
披
露
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
受
講
者
の
中
か

ら
現
在
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
長
期
研
修
で
三

名
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
二
名
の

方
々
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
グ
ダ
ン
ス
ク
、
チ
ェ

ン
ス
ト
ホ
ヴ

ァ
で
頑
張

っ
て
お
ら
れ

（
二

〇
〇

一
年

一
月
現
在
）
、
今
後
の
ご
研
鑽
と

発
展
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
三
十
期
全
受
講
者
の
ご
協
力
に

感
謝
し
、
本
講
習
会
の
今
後
の
新
し
い
展

開
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
参
考
ま
で
、

受
講
者
中
、
十
期
以
上
参
加
の
方
を
挙
げ

信 て
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れ
ば
、
佐
々
木
保
子
、
明
道
光
昭
、
三
浦

洋
、
経
塚
利
律
子
、
後
藤
嗣
雄
、
山
本
栄
子
、

大
川
淑
子
、
吉
田
邦
子
、
奥
野
真
弓
、
栗

原
朋
友
子
さ
ん
の
各
位
、
全
二
十
期
皆
勤

は
灰
谷
洋
子
さ
ん
と
富
山
信
夫
の
二
人
で

あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
教
室
Ｏ
Ｂ
研
修
会

（
二
〇
〇
三
。九
二

〇
）

お
わ
り
に
、
本
講
習
会
成
果
報
告
の

一

端
と
し
て
、
ア

・
べ

・
ツ
ェ
か
ら
始
め
た

六
十
の
手
習
い
受
講
者
の

一
人
で
あ
る
私
、

富
山
の
習
作
を
ご
笑
覧
下
さ
い
。

（ポ
ー
ラ
ン
ド
語
―
日
本
語
対
訳
の
習
作
）

「ヴ
ィ
ス
ヮ
川
追
憶
」

一
九
六
四
年
春
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
曇

っ

た
空
の
下
、
平
穏
に
流
れ
る
ヴ
ィ
ス
ワ
の

川
畔
で
、
ヴ

ァ
ン
ダ

。
ル
ビ

ン
ス
カ
さ
ん

が
私
に
語

っ
た
、
戦
争
中
ソ
連
軍
が
犯
し

た
或
る
背
信
行
為
に
つ
い
て
。

「本
当
で
す
か
？
」
「本
当
で
す
と
も
」
「な

ん
と
非
道
な
―
」
「あ
そ
こ
で
―
」
と
。
ヴ
ア

ン
ダ
さ
ん
は
川
向
こ
う
を
指
差
し
な
が
ら

話
し
た
、
目
に
涙
し
て
。
今
で
も
彼
女
の

話
を
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。
と
て
も
は
っ

き
り
と
…
…

そ
れ
か
ら
二
十
年
経

っ
て
彼
女
か
ら
気

に
な
る
便
り
を
受
取

っ
た
。
「最
近
の
暮
ら

し
向
き
は
と
で
も
悪
く
な
っ
た
」
と
。
い
っ

た

い
ど
う
し
た

こ
と
だ
？
　
気
懸

り

で

あ

っ
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
新
聞
や
テ
レ
ビ

に
連
帯
運
動
の
衝
撃
的

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道

さ
れ
た
。

八
年
前
の
夏
、
再
び
、
平
穏
に
流
れ
る

ヴ
ィ
ス
ワ
の
川
畔
に
立

っ
た
、
夕
映
え
の

下
。
ヴ

ァ
ン
ダ
さ
ん
を
思
い
出
す
。
ズ
７
ど

う
し
て
居
ら
れ
る
か
な
あ
？
」

―
―
思
い

が
め
ぐ
る
。
彼
女
の
家

へ
何
度
も
電
話
を

し
て
み
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
応
答
が

な
か

っ
た
。
残
念
―
　

心ヽ
残
り
の
ま
ま
ワ

ル
シ
ャ
ワ
を
離
れ
た
。
帰
札
後
、
彼
女
の

息
子
さ
ん
か
ら
手
紙
を
受
け
取

っ
た
。
「残

念
な
が
ら
母
は
昨
秋
亡
く
な
り
ま
し
た
。

一
緒
に
ヴ
ィ
ラ
ヌ
フ
宮
殿
に
行

っ
た
こ
と
、

私
も
覚
え
て
い
ま
す
。
貴
方
に
お
目
に
掛

か
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
て
な
り

ま
せ
ん
」
と
。
ヴ

ア
ン
ダ
さ
ん
の
永
遠
の

眠
り
に
心
か
ら
合
掌
し
た
―

三
年
前
の
秋
に
は
三
度
目
、
思
い
出
深

い
ヴ
ィ
ス
ワ
の
川
畔
に
立

っ
た
。
晴
れ
た

空
の
下
、
今
は
亡
き
ル
ビ
ン
ス
カ
さ
ん
を

偲
ん
だ
。
今
も
な
お
私
の
思
い
出
の
中

い

つ
も
流
れ
て
い
る
ヴ
ィ
ス
ワ
川
―
―
も
の

言
わ
ぬ
歴
史
の
証
人
と
し
て
。

二
〇
〇
〇
年
六
月
　
　
　
一昌
山
　
信
夫

（熊
倉
、
ワ
タ
、
テ
ィ
ム
チ
ョ
各
先
生
の
ご

指
導

・
添
削
に
感
謝
）

一ギ

一一一一樹

第14期ポ■ランド語講晋会議念
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Wspomnienie znad Wisly

Bylo to wiosna 1964 roku.Pod Pochmumym niebem nad brzegiem spokanie plynaCa Wisly,

pani Wanda lLubinska opOwiedziala nli o pewnynl zdradzieckirn czynie,kt6rego dopuScila siO Allllia

Radziecka podCzas wany."czy to prawda?'',,Tak,to prawda.""Jakie2 to nieludzkie!''"Taml''― 一
m6wila pani Wanda ze lzami w oczach,wskazttaC Palcem na drugi brzeg rzeki.Do dzi`parniOtam

dokladnic jtt opoWie66.Bardzo dokladnie.¨

20 1at p6乏nitt Otrzymalem od nia niepOkq゛y list:,,Ostatnio 2ycie stalo siO bardzo ci02kic."Co

siO wlaSciwie stalo?Martwilem si。.Po jakim`czasie w prasie i telewtti pqawily sio zaskよ 可Te
wiadomo`ci o SolidamoSci.

8 1at temu latem stanalem zn6w nad brzegiem spokojnie plynactt WiSly podczas zorzy

wieczornq.Przypomnialem sobie pania Wando."C62 teraz porabia?''一 zastanawialem siO.

Kilkakrotnie pr6bowalem siO do nitt dodzWOni6,ale niestety nikt nie odpowiadal.Jaka szkoda!

Odlatywalem z Warszawy z niespelnionym 2yczeniem.Po powrocie do Sapporo dostalem od jq

syna list,w kt6rym pisal:,,Niestety mtta matka zmarla zeszlq jesieni.ParniOtam jak byli6my razem

w Palacu Wilanowskim.2al可。,2e nie moglem spotk“ sio z Panem。 "Serdecznie pomodlilem siO o

wieczny odpoczynck dla pani Wandy!

3 1ata temu jesienia stanalem pO raz trzeci nad brzegiem pamiOtn司 WiSly.Pod pogodnym
niebern wspomnialem zmarla pania Lubinskao W moich wspomnieniach zawsze plynie Wisla――
jako milczaCy`wiadek histor五

.

czerwlec 2000 Nobuo TOMIYANIIA

ポーランド料理 (6)

Zupa jarzynowa 野菜スープ

《材料》(8人分)

野菜        合計 800g        鶏肉手羽元     8本
人参       1本            固形コンソメ    2個
セロリ      1本            サワークリーム   大さじ2

キャベツ     1/4個           ローリエの葉    1枚
カリフラワー   1/2個           マカロニ      大さじ4

玉ねぎ      1/2個           塩        少々

長ねぎ      1/2本           こしょう      少々

パセリ      少  々          マカロニ      大さじ4

冷凍グリンピース 100g

《作り方》

①野菜は洗って皮をむき、さいの目に切る。鶏肉も洗っておく。

②鍋に湯を沸かし、沸騰してから、鶏肉を入れ、次に野菜を全部一度に入れる。

③中火でふたをせず、野菜がやわらかくなるまで姉でる。

④固形コンソメ、ローリエの葉を入れる。

⑤マカロニを入れる。

⑥マカロニがやわらかくなったら、サワークリームを入れる。
*サワークリームの入れ方 :カ ップに熱いスープを少しとり、サワークリームを溶いてから入れる。

⑦塩、こしょうで味をととのえる。

―-67-



―

，

ポーランド料理 (7)

Ryba gotowana 鮭のボイル

《材料》(8人分)         くつけ合わせ〉          〈山わさびソース〉
甘塩鮭切り身 (約 1508)8切れ  じゃがいも 16個 (1人 2個)  山わさび 300g
ローリエの葉      1枚    バター   大さじ1      酢    50〃
オールスパイス    少々   塩     小さじ1      塩    小さじ 1ノ2

塩          少  々  いんげん  400g(1人 50g)  砂糖   小さじ 1/2

こしよう        少  々                   ぉ湯   少々

《作り方》

①大なべに水 2′ を入れ、沸騰させる。

②オールスパイス、ローリエの葉を入れる。

③野菜スープで使った野菜の残りを入れる (セ ロリの葉、長ねぎの青い部分、玉ねぎ少 )々。

④香りがでるまで、さらに沸騰させる (約 5分)。

⑤弱火にして、鮭を入れ、沸騰させないようにして、5分ほど姉でる。

⑥お皿に鮭をとり、姉でたじゃがいもといんげんをつけ合わせる。

山わさびのソースを鮭につけていただきます6

くつけ合わせ〉

じゃがいも :洗って皮をむき、塩小さじ1を加えて水から姉でる。やわらかくなったら、水を切り、
バター大さじ 1と きざみパセリを加えて、全体にからめる。
いんげん :塩を加えた熱湯で如でる。

〈山わさびソース〉

[おろし金を使って]

①わさびは皮ごと、一日水につける。

②皮をむき、おろし金でおろし、塩、さとう、酢、お湯を混ぜ合わせる。

[ミ キサーを使って]

①わさびの皮をむき、適当な大きさに切る。

②わさびと、塩、さとう、酢、お湯を一緒にミキサーにかける。
*出来たソースは、びんに入れて、冷蔵庫で2週間保存が可能です。

[わさびソースを使ったヴァリエーション]

マヨネーズと混ぜる :固ゆで玉子につけると美味しい。

ケチヤップと混ぜる :辛いケチャップソースとして、肉料理に合う。

―ヽ
―
―‐―
―
―
―
―
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ｌ
ｌ
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ｌ
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ｌ
１
１
ｌ
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１
１
■
■
１
日
１
１
１
１
層
日
目
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ー
ー
ー
ー
■
■
■
■
目
■
■
■
■
日
■
■
■
■
■
日
■
■
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